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2012 年５月１日 
 

商業副都心立地のＳＣづくり(その８)!! 

― 準都市型ＳＣの成功のメカニズムと阪急西宮ガーデンズの事例研究 ― 

（流通とＳＣ・私の視点 1573 より続く） 
 
２）阪急西宮ガーデンズは実質５核の多核・モール型ＲＳＣ 

ＲＳＣの業態ミックスには様々なタイプがあります。 

①「大阪ステーションシティ」タイプ 

百貨店＋百貨店＋専門店街＋エンターテインメント 

②「玉川高島屋ＳＣ」タイプ 

百貨店＋専門店街 

③「阪急西宮ガーデンズ」タイプ 

百貨店＋ＧＭＳ＋メガストア＋専門店街＋エンターテインメント 

④「あべのマーケットパークキューズモール」「イオン型」「ららぽーと型」「アリオ型」タイプ 

ＧＭＳ＋メガストア＋専門店街＋エンターテインメント 

⑤「ラゾーナ川崎プラザ」タイプ 

メガストア（複数）＋専門店街＋エンターテインメント 

ここで、阪急西宮ガーデンズが商業副都心立地における核店として適切なのは、「１つは準都市型百貨店

の導入」、「もう１つは百貨店の売場面積を 25,000 ㎡」としたことです。アメリカのＳＣの核店の売場面積

は 10,000～15,000 ㎡とコンパクトです。アメリカの百貨店やプロモーショナル型百貨店（日本のＧＭＳの

進化版）は、スペシャリティ百貨店（特定の分野での百貨）です。それゆえに、複数（３～５核）のスペシャ

リティ百貨店が核店として導入されています。日本の百貨店は、百貨店の進化の度合いから見て総合業態と

しての域を超えていませんので、スペシャリティ百貨店の複合体の性格を持たざるを得なくなります。その

ため、阪急百貨店の 25,000 ㎡の売場面積は 12,500 ㎡のノードストローム（中の上の百貨店）と 12,500 ㎡

のメイシーズ（中の中の百貨店）の２核店に相当することになります。その意味で、２つの性格の異なる百

貨店が２核（12,500 ㎡×２店）とＧＭＳ（イズミヤ 12,000 ㎡）の総合型核店で３核、さらにジョーシン、

ロフト、ケユカ、ユニクロ、ブックファーストといったメガストア（1,500～2,000 ㎡級。スペシャリティ

百貨店）の合計売場面積が 8,780 ㎡となり１核分に相当、かつ、シネコンとアミューズメント（スウェーデ

ンドリームパーク）とスカイガーデンのエンターテインメントが１核で５核体制の多核・モール型ＲＳＣと

言うことができます。 

参考までに、日米の総合業態のグレードマップを示すと次の通りです。 
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（ＳＣ理論編） 


